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リモートワーク時代の組織マネジメント実践ガイド

はじめに

① リモートワークに対応した人事施策が 「必要な理由」

② 人事施策を行う上での 「よくあるお悩み」

③ 360度評価を活用した 「人事施策の実践方法」

本資料は、これから「リモートワーク時代の組織運営」を検討する人事担当者様向けに作成しております。

以下の内容をご覧いただき、よりよい組織づくりにお役立てください。
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リモートワークとは何か？

リモートワークは、Remote（遠隔）とWork（働く）を組み合わせた造語で、オフィス以外の場所で働くことを意味します。

近年のIT業界を中心とした多様な働き方の発展に伴って出てきた言葉で、元々存在した「テレワーク」とほぼ同義です。

コロナ禍を背景に導入が増え、場所・時間の制約を受けにくい柔軟で効率的な働き方を促進するものとして着目されています。
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参考：リモートワークの実施状況

2021年7月時点で、全国的なリモートワークの実施率は3割弱で、企業規模問わず、導入が進んでいます。

とくに従業員1,000名を超える大企業では約半数が実施しており、既に広く普及している状況といえます。

全国平均 正社員のリモートワーク実施率推移

出典：パーソル総合研究所「第五回・新型コロナウイルス対策によるテレワークへの影響に関する緊急調査」

企業規模別 正社員のリモートワーク実施率推移
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参考：リモートワークに関する今後の方針

21年12月時点で、リモートワーク実施中企業の34％が「継続する」、45％が「規模を縮小して継続する」と回答。

働き方改革のさらなる推進に向けた部分的な実施も含めて、継続予定の企業が約7割を占めています。

新型コロナ感染鎮静後のリモートワーク継続意向

出典：ロイター企業調査（2021年12月）

リモートワーク継続理由（複数回答可）

188社回答
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リモートワークのメリット

リモートワークは、有効な運用ができれば、コロナ対応・働き方改革に加えて以下様々なメリットが期待できます。

リモートワークを取り入れることで、交

通費やオフィス設備・備品等にかかる

コストの削減が可能になります。

通勤や移動にかかる時間の削減ととも

に、手間のかかる業務やツール・手法

を見直しデジタル化することで業務効

率・生産性の向上が見込めます。

コロナ禍以降働きやすさ重視の風潮

は高まり、リモートワークを企業選びの

軸にする転職者が8割(※)を超え、

採用上の重要要素となっています。

コストの削減 業務効率・生産性の向上 採用での優位性向上

(※)2021年8月 パーソルキャリア調べ
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リモートワーク導入によって表出した問題点

一方、リモートワーク環境・仕組みはきちんと整備したのに、「業務を進めるのに支障が出た」「組織の一体感や連携が弱まっ

た」「マネジメントが難しくなった」「メンタル不調や予期せぬ離職が増えた」という話が頻繁に挙がってきています。

双方無自覚な状態で不十分な情

報のまま物事を進めてしまい、かえっ

てミス・齟齬・手戻りが増えたという

声があります。

リモート以降周囲の状況が見えず

協力が薄れたり、お手本の先輩の

姿が見えず成長のヒントを得にくく

なったりしています。

細かな状況やプロセスが分からな

くなり、評価に自信が持てなかった

り、様子がわからない中でどう関わ

るか悩んだりしています。

周囲との接点が減り孤独化が進ん

で一員感がなくなり、不安や怖さが

出てメンタル不調や離職意向に繋

がっていきやすくなります。

やり取り不十分で、

ミス・齟齬・手戻りが増える

周囲の状況が見えず、

連携・協力や成長に支障

部下の仕事ぶりが見えにくく、

評価や関わり方が難しい

孤独、帰属意識の薄れで

メンタルや離職リスク上昇
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参考：リモートワークを導入・実施して直面した課題（アンケートより）

「労働実態を把握しにくい」「社内コミュニケーションが取りづらい」「テレワーク対応しづらい業務が発生」「生産性低下の可能

性」が上位に並び、周囲の状況が見えず業務を進めづらい様子が窺えます。

出典：2020年7月 HR総研「テレワーク実態に関するアンケート」

テレワークを導入・実施して直面した課題

周囲の状況が見えず

業務を進めづらい

テレワークの課題

不慣れな環境下で、

コミュニケーションにおいて

戸惑いが起きている
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なぜこれらの問題が起きてしまうのか① 〜ローコンテクスト化するコミュニケーション〜

これまでの職場では、あうん・言外察知のハイコンテクストなコミュニケーションを自然に行う中で業務を成り立たせてきました。

しかし、リモート環境になってからは、一気にローコンテクストなコミュニケーションへと変化しています。

リモート環境＝ローコンテクスト

＜職場での状況＞

• 皆揃わず、画面・文字、言葉のみのやり取り

• 明確に共有された情報以外キャッチしにくい

対面環境＝ハイコンテクスト

＜職場での状況＞

• 普段から皆近くにいてあうんのやり取り

• 自然に仕事ぶりや表情・姿・声が入ってくる

＜一般的な傾向＞

• 曖昧な表現

• 聞き手の責任大

• 空気を読む

＜一般的な傾向＞

• 明確な表現

• 話し手の責任大

• 言葉で伝える
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なぜこれらの問題が起きてしまうのか② 〜根本要因はコミュニケーション変化対応の欠如〜

リモートのローコンテクスト状況下でも、対面環境と同じハイコンテクストなコミュニケーションを無自覚に続けてしまい、文脈・

意図や感情面などの齟齬を埋める対応ができていないことが根本的な要因であると言えます。

やり取り不十分で、

ミス・齟齬・手戻りが増える

周囲の状況が見えず、

連携・協力や成長に支障

部下の仕事ぶりが見えにくく、

評価や関わり方が難しい

孤独、帰属意識の薄れで

メンタルや離職リスク上昇

業務遂行面での影響

リモート環境（ローコンテクスト）で起きること

思い込み／抱え込み／対立／依存 遠慮／不安・恐れ／被害者意識／不信

文脈・意図が見えない／理解がずれる

必要情報の不足、言外で察知できないことが増える

関係構築面での影響

感情面が見えない／期待がずれる
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参考：メンバー・上司ともに、分からず・察知できず「不安」を抱えている

メンバーは特に「さぼっていると思われていないか」「公平・公正に評価してもらえるか」「相手の気持ちが察しにくい」に不安を抱え、

上司は特に「業務進捗が分かりにくい」「相手の気持ちが察しにくい」「相談しにくい」に不安を抱えています。

お互いの理解・認識の空白や齟齬を埋めてすり合わせる機会をつくる必要性が窺えます。

出典：パーソル総合研究所「テレワークにおける不安感・孤独感に関する定量調査」
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解決のポイント：リモート環境に適した新たなコミュニケーション・行動様式を確立する

リモート環境では、ローコンテクストの前提を意識し、以下アクションを意図的かつ継続的に積み重ねる必要があります。

そして、管理職が率先してこれらを体現・整備することが、変化を加速させるドライバとなります。

明確な指示・説明
（目的・背景・文脈がわかりやすい）

文脈を深く共有しあう
意図的な対話の仕組みづくり

相談しやすい、オープンな
コミュニケーションルールと運用

本音を出し信頼しあえる
日常の繋がり・支え合いづくり

メンバー状況の傾聴、
自律的な業務遂行と
成長実感の支援

メンバー心理の受容、
メンバー同士が主体的に
協働する仕掛けやアサイン

誰もがオープンにやり取り
できる環境づくり

ローコンテクスト下での
文脈を埋める指示・共有

関係構築面業務遂行面

メンバーの自律・協働と
成長を促す組織づくり
（管理職主体）

スムーズな
業務遂行

適切な
関わりと評価

連携と成長

エンゲージメント

リモート環境に適した新たなコミュニケーション・行動様式
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リモートワーク施策のよくあるお悩み

リモートワークにおける問題に対して、各社情報収集や試行錯誤を行われていますが

「何をすれば有効なのか分からない」、 「成果が出ない」など手法についてお悩みの声をよくお聞きします。

リモートワーク下ではプロセスや個人の状態

が非常に見えづらく、問題が表面化するまで

把握することが難しいのが実情で、つい対処

的になりがちです。

リモート交流会を実施したが
盛り上がらない、意味がない

対面と違って自然に仕事ぶりが見えないリモー

ト環境は、管理職にとってはメンバーマネジメン

ト難易度を上げるもの。多忙な中でどう関わ

れば良いのか不安を抱えたままにしがちです。

組織内のコミュニケーション改善のためにリモー

ト交流会を実施したものの、集まりも悪く表面

的な会話ばかりで盛り上がらなかった、意味が

なかった、という話がよく聞かれます。

何となく停滞感がある気がするが、
実態が見えず手が打ちにくい

管理職のメンバー理解が薄まり、
関わり方に不安を覚える
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360度フィードバック＋グループコーチングを活用した解決手法

何となく停滞感があるが、
実態が見えず手が打ちにくい

管理職のメンバー理解が薄まり、
関わり方に不安を覚える

360度フィードバックを通じて、上司が今のリモートワーク

下で必要な関わりや環境づくりができているのか、どこに

課題があるのか、他者目線の気づき・示唆を得ることで

具体的なマネジメント改善に繋げることが可能です。

360度フィードバックでは、リモート環境下で見えなく

なっていた、上司に対するメンバーの考えや期待を受

け取ることができます。この具体的で生きた材料をもと

に、今後のリモート下で必要なメンバーとの望ましい関

わり方を実践的に作り上げていくことが可能です。

リモート環境下ではローコンテクストに適した会話・対

話の仕組みが必要です。360度後グループコーチング

は、自身の目標・課題をテーマに相互理解・支援・学

習の対話をオンラインで重ねることで、リモート環境に

適した信頼関係構築と行動の改善に繋げていきます。

見えにくくなったメンバーの考え、
期待を可視化し、受けとめ、リモー
ト下での新たな関係を構築する

リモートフィットのマネジメントができ
ているか？事実に気づき、改善する

360度フィードバックとグループコーチングを活用することで、「リモートワーク」のよくあるお悩みを解決します。

リモート環境にフィットした
テーマ性ある対話の仕組みで、
信頼関係構築と行動改善へ

リモート交流会を実施したが
盛り上がらない、意味がない
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360度フィードバック＋グループコーチング 活用イメージ

リモートフィットで
成果を上げる

コミュニケーション、
マネジメントの

確立

これまでの自分のマネジメント実態、
リモート下における影響・意味を把握

360度フィードバック
職場メンバー
との対話

「360度フィードバック」を活用して、これまでのマネジメントの実態や影響を自覚し、リモート下で必要なマネジメント課題を具

体化していきます。さらに、「グループコーチング」で対話・相互支援・実践ブラッシュアップをし続けることで、リモートで失われて

いた文脈・関係性を意図的に結び直すことができ、組織の業務遂行・協働もよりスムーズになっていきます。

アクションプラン
策定

グループコーチング（3ヶ月）

新たなマネジメント
の具体化

管理職同士の相互研鑽、
課題設定、ブラッシュアップ

職場実践
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リモートワークにより、さらにマネジメント力向上が課題に。

360度評価のコメントが管理職の行動を変える。

情報サービス

株式会社ぐるなび 人事部 部長 小島 光成様

事業内容 社員数 設立1,509名 1989年

一つ目は役職者のばらつきを一定レベル以上に標準化するマネジメント力の向上、

二つ目は8割の中途入社者のレベル感を揃える気づきの機会の提供です。

また、2021年4月に導入した、役職者に求める役割定義の実現度合いを見る必

要もありました。

加えて、コロナを契機に当社はリモートワーク中心の働き方に変わり、マネジメン

トの難易度が上がっています。その中でマネジメントがきちんとできているかを確

認することも目的の一つでした。

改善施策の面談はマネージャー全員、上司と1対1で行っています。360度フィー

ドバックが実際にリアルな気づきの機会になりました。社内で反響を聞くと、「自分

もこの気づきについては改善しないといけないと思った」「誰々は改善されたみた

いです」など報告が入り、早速効果が出ているようです。私もフィードバックを受

けましたが、その内容は常にアタマの中にあり、行動改善が進んでいます。

360度フィードバックで周囲のコメントを聞けることは大変貴重です。その人の

いい点と改善点の両方をコメントで書かせるものですが、改善すべきと思う点

もきちんと書いてもらえます。私も改善点を指摘されてよい気づきになりました。

Q. 360度評価の導入背景を教えてください Q. 導入後の効果はいかがでしたか？

活用シーン #リモートワーク こちらをクリック! 「具体的な取組み」 をサイトでご紹介中！

お客様の声：「360度フィードバック」

https://www.cbase.co.jp/case/gnavi/
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CBASEサービス紹介
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具体的な課題に
「気づく」

具体的なアクションを
立てて「行動化」する

CBASEの360度フィードバックレポートは認

識ギャップを直観的に理解できるデザインに

なっており、順を追って読み解いていくことで、

自身の強みと改善点がわかります。

CBASEの行動改善シートは、360度フィード

バックの読み解き方から目標設定のために考え

を深堀りしていくことができる行動改善シートをマ

ニュアルと併せて提供しています。

意識と行動を
「習慣化」する

CBASEでは各企業の組織課題に応じて、社員

の行動の習慣化やフォローアップのノウハウ提供

や研修によるサポートを実施します。

360度フィードバックを本格的に運用ができるクラウドシステムです。2006年のリリース以来、

360度フィードバックの成功を支えるための改善を重ね、500社以上の提供実績を持っています。

強
み

改
善
点
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おすすめ機能・特徴

経験→省察を深め

マインド転換のきっかけを作る

効果的な設問構成

読み解きやすいレポート

適切なフィードバックで省察→概念化に

繋げ具体的行動に繋げる

個人の行動改善までサポート

経験学習を回すための

周囲の支援を得る

動画による面談ガイド提供

各種ワークショップ提供
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360度評価に基づき
改善行動を「設定」

3か月間×週1開催で
改善行動を「定着化」

360度フィードバックから感じたこと・読み

取ったことをから、改善行動を設定。上司、

職場メンバーに共有の上、各自での改善

行動実践に入ります。

毎週グループワークで振り返りを実施。振り

返りによるセルフコーチング効果や、相互学

び合いでの効果により、各自の行動改善を

習慣化に繋げます。

改善サイクルを通じて
「組織風土改善」へ

各自がグループコーチングで得たことを踏まえた

取り組みを、ブラッシュアップしながら実践するこ

とにより、組織内に健全なフィードバック＆改善

サイクルの風土を醸成します。

360度フィードバック実施後に得られる「気づき」から、着実な「行動改善」につなげて促せるコーチングサービス。

3ヶ月間、毎週グループで一緒に振り返りと学び合いを積み重ねることで、行動改善の習慣化に繋げます。

グループコーチング
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360度フィードバックを活用したリーダー合宿でマネジメント層のレベルアップを実現。

参加者一人ひとりが、「周囲から何が求められているのか」を内省する機会を作りました。

株式会社マネーフォワード様 ＃管理職育成

導入事例

サイト内で続きを読む＞＞

管理職に360度フィードバックを導入することで、行動の物差しをつくり、管理職本人に

行動改善への気づきと新たなコミュニケーションのきっかけにしてもらいたいと考えました。

マクセルホールディングス株式会社様 ＃管理職育成

サイト内で続きを読む＞＞

＃人材育成

これまで3年契約の職員が多く、組織の成熟しにくさに課題

開かれた組織、成熟した組織を目指すために組織診断を活用しました。

公益財団法人福武財団様 ＃ 組織風土改善

サイト内で続きを読む＞＞

サイトで 「具体的な取組み」 をご紹介中！

＃ コミュニケーション向上

https://www.cbase.co.jp/case/moneyforward-2/
https://www.cbase.co.jp/case/maxell-2/
https://www.cbase.co.jp/case/fukutake-foundation-2/
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1,000社以上のサービス提供実績に基づくノウハウをご紹介！

LIVE配信・録画配信形式で毎週開催中

ウェブセミナーのご案内

開催予定のセミナー情報はこちら(無料)

https://www.cbase.co.jp/seminar/

課題別 解決策ガイド

セミナー

失敗しない360度FB

セミナー

はじめての360度

フィードバック体験会

自社課題に対して

役立つ解決策を知りたい

360度フィードバックの

導入ノウハウを知りたい

360度フィードバックの

効果を体験をしてみたい

https://www.cbase.co.jp/seminar/
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03-5315-4477
営業時間 09:00ー18:00(土日祝除く)

まずは、お気軽にお問合せください！

利用料金を知りたい

詳細な資料が欲しい

運用に関して相談したい

デモ画面を見たい

個別に説明をしてほしい

他社サービスとの違いをが知りたい

お問い合わせ

ホームページからのお問い合わせはこちら

https://www.cbase.co.jp/contact/

sales@cbase.co.jp

https://www.cbase.co.jp/contact/
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株式会社シーベース会社概要

社名 株式会社シーベース

事業内容
・360度評価システム「CBASE 360」の提供
・HRサーベイクラウドサービスの提供
・人材開発および組織開発サービスの提供

設立 2000年6月29日

資本金 9,000万円

代表者 代表取締役社長 CEO 深井 幹雄

本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-8-8 ヒューリック新宿御苑ビル7F

営業時間 9:00~18:00（土日祝を除く）

沿革

2000年 システムインテグレーターとして事業スタート
2006年 クラウド型 360度評価システム「スマレビ for 360°」をリリース
2019年 HRクラウドサービス事業を強化するために、フリンジベンチャーズのグループ会社となる
2021年 人材開発・組織開発研究組織「人・組織テクノロジー研究所」を設立
2022年 フィードバックと対話を活用するトータルサービス「CBASE」へブランドリニューアル

「スマレビ for 360°」を「CBASE 360°」に名称変更
2023年 行動化支援システム「CBASE Action」リリース
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